
JP 2015-190263 A 2015.11.2

10

(57)【要約】
【課題】障子のスライド操作性を損なうことなく、大き
な風荷重に耐えること。
【解決手段】一対の摺動面３２の間に摺動溝３１が構成
された摺動片３０を、障子２０の上端部に設けたガイド
溝２６の長手方向両端部に配設し、枠体１０の上枠部材
１１に設けたガイドヒレ部１１ｂをガイド溝２６に収容
させた状態で摺動片３０の摺動面３２に摺接させること
により、障子２０の上端部を枠体１０に対してスライド
可能に支持させた建具であって、障子２０のガイド溝２
６は、外側ガイド面２０ｆｏと内側ガイド面２０ｆｉと
を有したものであり、外側ガイド面２０ｆｏにおいて各
々の摺動片３０の間に位置する部分には、摺動片３０の
室外側に位置する摺動面３２よりもガイドヒレ部１１ｂ
から離隔する一方、ガイドヒレ部１１ｂとの間の距離が
内側ガイド面２０ｆｉとガイドヒレ部１１ｂとの間の距
離よりも小さくなる位置に支持面４３ａを設けた。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対の摺動面の間に摺動溝が構成された摺動片を、障子の上端部に設けたガイド溝の長
手方向両端部に配設し、枠体の上枠部材に設けたガイドヒレ部を前記ガイド溝に収容させ
た状態で前記摺動片の摺動面に摺接させることにより、前記障子の上端部を前記枠体に対
してスライド可能に支持させた建具であって、
　前記障子のガイド溝は、室外側及び室内側に位置する部分にそれぞれガイド面を有した
ものであり、
　前記ガイド面のいずれか一方には、前記各々の摺動片の間に位置する部分に、前記摺動
片の摺動面よりも前記ガイドヒレ部から離隔する一方、前記ガイドヒレ部との間の距離が
他方のガイド面と前記ガイドヒレ部との間の距離よりも小さくなる位置に支持面を設けた
ことを特徴とする建具。
【請求項２】
　前記支持面は、前記一方のガイド面において前記各々の摺動片の間に位置する部分の全
長にわたって設けたことを特徴とする請求項１に記載の建具。
【請求項３】
　前記支持面は、前記一方のガイド面と前記ガイドヒレ部との間に支持部材を取り付ける
ことによって構成したことを特徴とする請求項１に記載の建具。
【請求項４】
　前記支持面において前記ガイドヒレ部に対向する部位に複数の支持突起を設けたことを
特徴とする請求項１に記載の建具。
【請求項５】
　前記障子は、一対の縦框部材の上端部間に前記上框部材を配設したものであり、それぞ
れの縦框部材に前記摺動片を取り付けるとともに、前記上框部材の全長にわたる部位に前
記支持面を設けたことを特徴とする請求項１に記載の建具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、枠体に対して障子がスライド可能に配設された建具に関するもので、特に、
枠体の上枠部材に設けたガイドヒレ部を障子のガイド溝に収容させた状態で摺動片の摺動
面に摺接させることにより、障子の上端部を枠体に対してスライド可能に支持させた建具
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　引き違い窓や片引き窓等のように枠体に対して障子がスライド可能に配設された建具で
は、通常、枠体の上枠部材にガイドヒレ部が設けられ、かつ障子の上端部にガイド溝が設
けられている。ガイドヒレ部は、上枠部材の見込み面から下方に向けて突出した板状を成
す部分であり、上枠部材の長手方向に沿って設けられている。ガイド溝は、上框部材の上
面においてガイドヒレ部に対向する部位に形成されたものである。このガイド溝は、ガイ
ドヒレ部の板厚よりも大きな幅を有しており、障子の一方の端部に位置する縦框部材の上
端部から上框部材を経て他方の端部に位置する縦框部材の上端部にわたって形成されてい
る。ガイド溝の長手方向両端部には、それぞれ摺動片が配設されている。摺動片は、ガイ
ドヒレ部に対して滑らかに摺動することのできる材質、例えば樹脂材によって成形された
もので、個々の縦框部材の端部に取り付けられている。それぞれの摺動片においてガイド
溝に対応する部位には、摺動溝が設けられている。摺動溝は、一対の摺動面の間に構成さ
れた狭幅の空所であり、ガイドヒレ部を摺動可能に収容することのできる幅に形成されて
いる。
【０００３】
　この種の建具では、ガイドヒレ部が上框部材のガイド溝に配置される状態で障子を枠体
に建て込めば、摺動片の摺動溝にガイドヒレ部が摺動可能に収容されることになり、一対
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の摺動面によって枠体に対する障子の見込み方向に沿った位置が規定されるとともに、枠
体に対して障子の上端部がスライド可能に案内される（例えば、特許文献１及び特許文献
２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－２００９３２号公報
【特許文献２】特開２００７－２５５０７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上述した建具では、上枠部材と障子との間がガイドヒレ部と摺動片とによっ
て支持されているだけである。このため、障子に大きな風荷重が加えられた場合には、こ
の風荷重が長手方向両端部の摺動片のみを介してガイドヒレ部に伝えられることになる。
従って、大きな風荷重を受けた場合には、摺動片を介して集中的に加えられる応力により
ガイドヒレ部に変形等の損傷が招来され、障子のスライド操作性に大きな影響を及ぼすお
それがある。昨今においては、ビルが超高層化する傾向にあり、高層化するに従って建具
に加えられる風荷重も増大するため、上述した問題が一層顕著となる。
【０００６】
　こうした問題は、例えば摺動片を上框部材の部分にも配設する等して、ガイドヒレ部と
の接触面積を増大させることが考えられる。しかしながら、摺動片を多数設けた場合には
、摺動片の数に応じて障子をスライドさせる際の摺動抵抗が増大するため、障子のスライ
ド操作性を損なうおそれがある。
【０００７】
　本発明は、上記実情に鑑みて、障子のスライド操作性を損なうことなく、大きな風荷重
に耐えることのできる建具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明に係る建具は、一対の摺動面の間に摺動溝が構成され
た摺動片を、障子の上端部に設けたガイド溝の長手方向両端部に配設し、枠体の上枠部材
に設けたガイドヒレ部を前記ガイド溝に収容させた状態で前記摺動片の摺動面に摺接させ
ることにより、前記障子の上端部を前記枠体に対してスライド可能に支持させた建具であ
って、前記障子のガイド溝は、室外側及び室内側に位置する部分にそれぞれガイド面を有
したものであり、前記ガイド面のいずれか一方には、前記各々の摺動片の間に位置する部
分に、前記摺動片の摺動面よりも前記ガイドヒレ部から離隔する一方、前記ガイドヒレ部
との間の距離が他方のガイド面と前記ガイドヒレ部との間の距離よりも小さくなる位置に
支持面を設けたことを特徴とする。
【０００９】
　この発明によれば、障子が大きな風荷重を受けた場合、摺動片の間に設けた支持面がガ
イドヒレ部に当接するため、風荷重が集中的にガイドヒレ部に加えられる事態を防止する
ことができ、ガイドヒレ部に変形等の損傷を招来するおそれがなくなる。
【００１０】
　また本発明は、上述した建具において、前記支持面は、前記一方のガイド面において前
記各々の摺動片の間に位置する部分の全長にわたって設けたことを特徴とする。
【００１１】
　この発明によれば、様々な大きさの障子を構成した場合にも、風荷重によって框部材に
生じる応力を個別に計算して補強部品を必要点数用意しなければならないといった煩雑な
作業を行うことなく、容易に、かつ確実に風荷重を分散させてガイドヒレ部に伝達させる
ことができる。
【００１２】
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　また本発明は、上述した建具において、前記支持面は、前記一方のガイド面と前記ガイ
ドヒレ部との間に支持部材を取り付けることによって構成したことを特徴とする。
【００１３】
　この発明によれば、支持部材を取り付けるか否かにより、風荷重が大きい場所に設置す
る障子と、風荷重が小さい場所に設置する障子とを共用することができる。
【００１４】
　また本発明は、上述した建具において、前記支持面において前記ガイドヒレ部に対向す
る部位に複数の支持突起を設けたことを特徴とする。
【００１５】
　この発明によれば、障子をスライドさせる際に障子が支持面に接触してしまった場合の
接触面積を減少させることができ、スライド操作性に影響を与えるおそれがない。
【００１６】
　また本発明は、上述した建具において、前記障子は、一対の縦框部材の上端部間に前記
上框部材を配設したものであり、それぞれの縦框部材に前記摺動片を取り付けるとともに
、前記上框部材の全長にわたる部位に前記支持面を設けたことを特徴とする。
【００１７】
　この発明によれば、様々な大きさの障子を構成した場合にも、風荷重によって框部材に
生じる応力を個別に計算して補強部品を必要点数用意しなければならないといった煩雑な
作業を行うことなく、容易に、かつ確実に風荷重を分散させてガイドヒレ部に伝達させる
ことができる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、障子が大きな風荷重を受けた場合、各々の摺動片の間に設けた支持面
がガイドヒレ部に当接するため、風荷重が集中的にガイドヒレ部に加えられる事態を防止
することができる。従って、ガイドヒレ部に変形等の損傷を招来するおそれがなくなり、
障子をスライドさせる際の操作性を良好に維持することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図１は、本発明の実施の形態である建具の要部拡大縦断面図である。
【図２】図２は、図１に示した建具を室外側から見た図である。
【図３】図３は、図２に示した建具に適用する障子の平面図である。
【図４】図４は、図１に示した建具の変形例を示す要部拡大縦断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、添付図面を参照しながら本発明に係る建具の好適な実施の形態について詳細に説
明する。図２及び図３は、本発明の実施の形態である建具を示したものである。ここで例
示する建具は、枠体１０の内部に２枚の障子２０を備え、それぞれの障子２０が左右にス
ライドすることにより、枠体１０の開口を開閉するようにした引き違い窓である。
【００２１】
　枠体１０は、上枠部材１１、下枠部材１２及び一対の縦枠部材１３を四周枠組みするこ
とによって矩形状に構成したものである。枠体１０を構成するそれぞれの枠部材１１，１
２，１３は、アルミニウムやアルミニウム合金によって成形した押し出し形材であり、そ
れぞれが全長にわたってほぼ一様な断面形状を有している。枠体１０の上枠部材１１には
、図１に示すように、見込み面に一対のカバーヒレ部１１ａ及び一対のガイドヒレ部１１
ｂが設けてある。カバーヒレ部１１ａは、上枠部材１１の両側部からそれぞれ下方に向け
て突出した板状を成すもので、上枠部材１１の長手方向に沿って全長に設けてある。ガイ
ドヒレ部１１ｂは、上枠部材１１の見込み面において室外側に位置する部分及び室内側に
位置する部分の二箇所からそれぞれ下方に向けて突出した板状を成すもので、上枠部材１
１の長手方向に沿って全長に設けてある。図からも明らかなように、ガイドヒレ部１１ｂ
は、カバーヒレ部１１ａよりもわずかに下方に突出し、かつカバーヒレ部１１ａよりも大
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きな板厚を有するように構成してある。
【００２２】
　障子２０は、図２に示すように、矩形状を成す面材２１の四周にそれぞれ上框部材２２
、下框部材２３及び一対の縦框部材２４を設けることによって構成したものである。本実
施の形態の障子２０では、縦框部材２４の上端部間に上框部材２２を配設するようにして
ある。障子２０を構成する框部材２２，２３，２４は、枠部材１１，１２，１３と同様、
アルミニウムやアルミニウム合金によって成形した押し出し形材であり、それぞれが全長
にわたってほぼ一様な断面形状を有している。図１及び図３に示すように、それぞれの障
子２０の上端部には、ガイド溝２６が設けてあるとともに、ガイド溝２６の両端となる部
位に摺動片３０が取り付けてある。
【００２３】
　ガイド溝２６は、上框部材２２の上面から縦框部材２４の上面にわたる部位に形成した
空所である。本実施の形態では、上框部材２２において面材２１の端面に対向する基部２
２ａの両側部からそれぞれ上方に向けて溝用ヒレ部２２ｂを突出させることにより、溝用
ヒレ部２２ｂの相互間に上框部材２２のガイド溝２６を構成するようにしている。より詳
細に説明すると、溝用ヒレ部２２ｂは、平板状を成すもので、互いに対向する部位の三箇
所にそれぞれリブ部２２ｃ，２２ｄ，２２ｅを有している。溝用ヒレ部２２ｂの上端に設
けたリブ部（以下、区別する場合に「第１リブ部２２ｃ」という）は、対向する溝用ヒレ
部２２ｂに向けて突出した後、突出端部が下方に向けてほぼ９０°屈曲するように構成し
てある。溝用ヒレ部２２ｂにおいて第１リブ部２２ｃの下方に設けたリブ部（以下、区別
する場合に「第２リブ部２２ｄ」という）は、対向する溝用ヒレ部２２ｂに向けて突出し
た後、突出端部が上方に向けてほぼ９０°屈曲するように構成してある。溝用ヒレ部２２
ｂにおいて第２リブ部２２ｄの下方に設けたリブ部（以下、区別する場合に「第３リブ部
２２ｅ」という）は、上框部材２２の基部２２ａに近接する位置から対向する溝用ヒレ部
２２ｂに向けて突出したものである。図１からも明らかなように、これらのリブ部２２ｃ
，２２ｄ，２２ｅは、溝用ヒレ部２２ｂからの突出寸法が互いに等しくなるように設けて
あり、個々の突出端を結ぶ位置に仮想のガイド面２２ｆ（図１中の二点鎖線で示す平面）
を構成するとともに、ガイド面２２ｆの相互間にガイド溝２６を構成している。
【００２４】
　縦框部材２４のガイド溝２６は、図３に示すように、それぞれの上端部において上框部
材２２のガイド溝２６に対応する部分を切除することにより構成してある。図１及び図３
に示すように、これら上框部材２２及び縦框部材２４に形成したガイド溝２６は、上枠部
材１１に設けたガイドヒレ部１１ｂの板厚よりも大きな幅を有しており、ガイドヒレ部１
１ｂを収容することが可能である。
【００２５】
　摺動片３０は、ガイド溝２６の両端に位置する縦框部材２４に取り付けたブロック状部
材であり、ガイドヒレ部１１ｂに対して滑らかに摺動することのできる樹脂材によって成
形してある。それぞれの摺動片３０には、上框部材２２のガイド溝２６に対応する部位に
摺動溝３１が設けてある。摺動溝３１は、一対の摺動面３２の間に構成された狭幅の空所
であり、ガイドヒレ部１１ｂを摺動可能に収容することのできる幅に形成してある。
【００２６】
　さらに、障子２０の上框部材２２には、図１に示すように、ガイド溝２６の室外側に構
成されるガイド面（以下、区別する場合に「外側ガイド面２２ｆｏ」という）を覆う位置
に支持部材４０が配設してある。支持部材４０は、上框部材２２と同様、アルミニウムや
アルミニウム合金によって成形した押し出し形材であり、全長にわたって一様な断面形状
を有している。本実施の形態では、見込み壁部４１、見付け壁部４２、支持壁部４３及び
係合壁部４４を有して支持部材４０が構成してある。
【００２７】
　見込み壁部４１は、上框部材２２の基部２２ａに沿った状態で基部２２ａと第３リブ部
２２ｅとの間に配置される平板状部分である。この見込み壁部４１は、ガイド溝２６の相
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互間距離よりも大きく、かつ一方のガイド面２２ｆから対向する溝用ヒレ部２２ｂまでの
距離よりも小さい幅を有するように構成してある。見付け壁部４２は、見込み壁部４１の
室外側に位置する縁部から上方に向けて直角となるように突出した平板状部分である。見
付け壁部４２の見込み壁部４１から突出寸法は、上框部材２２の基部２２ａから第２リブ
部２２ｄまでの距離よりも小さくなるように構成してある。支持壁部４３は、見付け壁部
４２の突出端から見付け壁部４２に連続するように延在した平板状部分である。図１から
も明らかなように、支持壁部４３は、見付け壁部４２に対して室内側にオフセットするよ
うに構成してある。支持壁部４３のオフセット量は、見付け壁部４２の室外側に臨む面か
ら支持壁部４３の室内側に臨む平面（以下、「支持面４３ａ」という）までの距離が、外
側ガイド面２２ｆｏから摺動片３０の室外側に位置する摺動面３２までの距離よりも小さ
くなるように構成してある。係合壁部４４は、支持壁部４３の室外側に臨む面から直角と
なる向きに突出した後、上方に向けて直角となるように屈曲したものである。係合壁部４
４から見込み壁部４１までの距離は、上框部材２２において基部２２ａから第１リブ部２
２ｃまでの距離よりも小さく、基部２２ａから第２リブ部２２ｄまでの距離よりも大きく
なるように構成してある。
【００２８】
　上記のように構成した支持部材４０は、障子２０を組み立てる際に予め上框部材２２の
端面から挿入することにより、障子２０から脱落することなく、上框部材２２に装着する
ことができる。すなわち、見込み壁部４１を上框部材２２の基部２２ａと第３リブ部２２
ｅとの間に挿入するとともに、係合壁部４４を第１リブ部２２ｃと第２リブ部２２ｄとの
間に挿入すれば、上框部材２２に対する支持部材４０の長手方向に沿った相対移動が許容
される一方、見付け方向及び見込み方向に沿った移動が規制されるため、上框部材２２に
対して脱落することなく支持部材４０を装着することが可能となる。上框部材２２の両端
部に縦框部材２４が取り付けられた後、各縦框部材２４の上端部にそれぞれ摺動片３０を
装着すれば、これらの摺動片３０に当接することによって上框部材２２に対する支持部材
４０の長手方向に沿った相対移動も規制された状態となる。
【００２９】
　上框部材２２に支持部材４０を装着した障子２０は、図２中のクロスハッチングで示す
ように、上框部材２２の外側ガイド面２２ｆｏにおいて縦框部材２４の上端部に装着した
摺動片３０の相互間となる部分の全長に支持部材４０の支持壁部４３が位置することにな
る。支持壁部４３の支持面４３ａは、図１に示すように、摺動片３０の室外側に位置する
摺動面３２よりもガイドヒレ部１１ｂから離隔した位置に配置されることになる。従って
、この状態で障子２０を枠体１０に建て込めば、支持壁部４３の支持面４３ａと上枠部材
１１のガイドヒレ部１１ｂとの間に隙間が確保されることになり、大きな操作力を要する
ことなく障子２０をスライドさせることが可能となる。
【００３０】
　しかも、支持面４３ａとガイドヒレ部１１ｂとの間の距離は、ガイド溝２６の室内側に
構成されるガイド面（以下、区別する場合に「内側ガイド面２２ｆｉ」という）とガイド
ヒレ部１１ｂとの間の距離に比較して小さい状態となる。従って、例えば、建具を超高層
ビルの高層階に設置することによって障子２０に大きな風荷重が作用したとしても、上框
部材２２が室内側にわずかに撓むことで支持部材４０の支持面４３ａがガイドヒレ部１１
ｂに当接するため、風荷重が集中的にガイドヒレ部１１ｂに加えられる事態を防止するこ
とが可能となる。これにより、上記建具によれば、ガイドヒレ部１１ｂに変形等の損傷を
招来するおそれがなくなり、常に障子２０をスライドさせる際の操作性を良好に維持する
ことができるようになる。
【００３１】
　尚、上述した実施の形態では、ガイド溝２６において摺動片３０の間の全長にわたる部
位に支持面４３ａを設けるようにしているため、サイズの異なる建具に対しても風荷重に
よって框部材に生じる応力を個別に計算して補強部品を必要点数用意しなければならない
といった煩雑な作業を行うことなく、常に上述の作用効果を奏することが可能になる。し
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かしながら、本発明は必ずしも支持面４３ａを全長にわたって設ける必要はなく、例えば
複数の支持面４３ａを等間隔に設けるようにしても構わない。
【００３２】
　また、上述した実施の形態では、上框部材２２とは別体となる支持部材４０を装着する
ことによって支持面４３ａを構成するようにしているため、既存の建具に対して適用する
ことができるばかりでなく、支持部材４０を適宜着脱することにより、低層階に設置され
る建具のように、大きな風荷重を受けるおそれのない建具との間において上框部材２２を
共用することが可能となる。しかしながら、本発明では、上框部材に一体に支持面を設け
るようにしてももちろん構わない。
【００３３】
　さらに、上述した実施の形態では、支持面４３ａとして平坦に構成したものを例示して
いるが、本発明は必ずしもこれに限定されず、例えば、図４に示す変形例のように、見込
み壁部１４１、見付け壁部１４２、支持壁部１４３及び係合壁部１４４を有した支持部材
１４０の支持壁部１４３に複数の支持突起１４５を設けることによって支持面１４３ａを
構成しても良い。複数の支持突起１４５を設ける場合には、個々の支持突起１４５の突出
端がガイドヒレ部１１ｂと平行となる同一の平面上に位置するように構成することが好ま
しい。支持部材１４０に複数の支持突起１４５を設けることによって支持面１４３ａを構
成した建具にあっても、障子２０に大きな風荷重が作用した場合には、上框部材２２が室
内側にわずかに撓むことで支持部材１４０の支持面１４３ａがガイドヒレ部１１ｂに当接
するため、風荷重が集中的にガイドヒレ部１１ｂに加えられる事態を防止することが可能
となる。これにより、上記建具によれば、ガイドヒレ部１１ｂに変形等の損傷を招来する
おそれがなくなり、常に障子２０をスライドさせる際の操作性を良好に維持することがで
きるようになる。しかも、障子２０をスライドさせる際に万が一、ガイドヒレ部１１ｂに
支持突起１４５が接触した場合にも、平坦に構成された支持面に比べて、ガイドヒレ部１
１ｂとの接触面積が小さくなるため、操作力に大きな影響を与えるおそれがない。尚、図
４に示す変形例において実施の形態と同様の構成については同一の符号を付して詳細説明
を省略している。
【００３４】
　またさらに、上述した実施の形態及び変形例では、いずれも室外側に位置するガイド面
にのみ支持面を設けるようにしているが、本発明はこれに限定されない。例えば、負圧を
受けるような状況下においては、室内側に位置するガイド面にのみ支持面を設けるように
しても構わない。
【符号の説明】
【００３５】
　１０　枠体、１１　上枠部材、１１ｂ　ガイドヒレ部、２０　障子、２２ｆｏ　外側ガ
イド面、２２ｆｉ　内側ガイド面、２４　縦框部材、２６　ガイド溝、３０　摺動片、３
１　摺動溝、３２　摺動面、４０　支持部材、４３ａ　支持面、１４０　支持部材、１４
３ａ　支持面、１４５　支持突起
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